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論文25
歳以下─形と色では、形の方が重要（ 3−6歳は
色が重要）
歳
形量数
年齢
年中・年長児各60名、小学校年生61名に見本の円
の模写を実施した。5mm未満の誤差で正確に模写
できたのは、年中児22.8％、年長児39.7％、小学校
年生53.6％だった。
論文46
歳（11名）に対して、Sanntucci と山口の提唱す
る描画検査を元にして調査した。
通過率は図形○100％、図形＋と×は約50％、それ
以外の図形の模写は困難であった。
論文20
歳か月〜歳─
・形状の違いなどに興味を示し、観察する。
・類似性や位置を認識し、ただしく判断できる。
・次元、次元などの認識を持ち、認識を深め始
める
・各自好みの形状がある。
・左右対称についての認識を持つ。
・位置や方向性を表すモノに興味を示す。
・類似しているモノ、相違点のあるモノを分類しそ
の中から、的確に選択できる。
・似た形状、同じ形状のモノを使い、構造物を作り
出すことが出来る。
論文20
・高さや長さについて、つだけでなく、つ、
つのモノを同時に考慮に入れることが出来る。
論文20
「いくつのブロックで出来ているか？」など、写真
や絵などから物事を認識することが出来る。
論文
歳頃までに、事物だけでなく量についても、多少
の関係や加減の結果などを理解。
論文56
歳後半〜歳頃 の理解を固める（数の分かり
やすい物からを理解し始める）
歳
論文69
歳─○△□の紙芝居を見たあとに、同じ図形の描
画をする。
論文57
論文71
描画の分析によると、歳ヶ月以降17名全員に錯
画の消失が見られた。歳ヶ月以降に多数の人の
顔が出現した。
論文13
歳クラス・歳クラスを対象─図形△○□のカー
ドを提示し、連想するものを口頭で求める。○の連
想得点が最も高く、△□は低い。
論文25
、歳を対象─図形○△□の色付（青・ピンク）、
色なし（各18個）による見立てによる描画について
の調査。
色付、色なしいずれも取り組み数には年齢による大
きな差はないが、成立数では歳と歳の差が大き
い。
色なしより色付の方が取り組み数、成立数ともに多
い。（内容は、色と関連していない。）
論文56
（合成と分解）個の個物を実験者の手にのせて被
験児に確認させた後、手を合わせてとに分け
個の手を開いて見せ、個を握ったまま示し「こっ
ちはいくつ」と問う。
→歳児の約50％で正答
論文24
歳と年後の歳を対象─図形○△□×ピンク・
黄色・青18個を提示し、見立ての描画を行う。月
齢・性別にかかわらず年後には成立数が増加。特
に○は成立数が多く、△が最も難しい。
歳
論文46
歳（43名）に対して、Sanntucci と山口の提唱す
る描画検査を元にして調査した。
図形○＋×は通過率ほぼ100％。重なり○（5）は
89％。□は約14％と模写が困難であった。
図．見本図形参照
論文56
歳児期には、10未満の数の多少判断において、
小さな数同士の比較（例えば対）、差の大きい
数の比較（例えば対）は可能。
歳児では、数字から数詞への数転換は10以下の数
でほぼ確実。
歳児の50％が4を一目で判断できる（計数せずに、
知覚的に区別する）
10より下の数詞の多少判断ができる。
歳児期には、10未満の数の多少判断において、
小さな数同士の比較（例えば対）、差の大きい
数の比較（例えば対）は可能。
歳児では、数字から数詞への数転換は10以下の数
でほぼ確実。
歳児の50％がを一目で判断できる（計数せず
に、知覚的に区別する）
10より下の数詞の多少判断ができる。
論文13
、歳─ものの細部を見分けて記憶することがで
きる。
論文56
歳児の80％がを一目で判断できる（計数せず
に、知覚的に区別する）
以上の数も構造化できるようになる。幼児期の数
知識はを基礎とした構造をもつ。
（を一まとまりに扱う経験が意味をもつ。むやみ
に数範囲を広げても効果はない）
40より下の数詞の多少判断ができる。
桁と桁の多少判断ができる。
幼児期に処理できる数範囲は10以内の範囲にとどま
る。
論文
歳 丸・三角・四角を何かに見立てた描画の初発
反応における成立反応は、♂約70％、♀約90％
論文56
歳児では、数字から数詞への数転換は10以下の数
で完全。
文献⑤
p71
満歳前後 四角を確実に見分ける。
三角を見分けるのは四角より後。
図形描画─正三角形や菱形は難しい描画課題とな
る。
論文
就学までには、指などを用いた加減算ができるよう
になる幼児が多い。
（歳）
論文46
歳（90名）に対して、Sanntucci と山口の提唱す
る描画検査を元にして調査した。
模写の通過率は、図形○＋×は100％、重なり○は
94％、□は45％であった。
□は、図形、、より模写が困難であった。菱
形（8）以外の図形通過率が50％を超えた。
図．見本図形参照
論文56
（合成と分解）個の個物を実験者の手にのせて被
験児に確認させた後、手を合わせてとに分け
個の手を開いて見せ、個を握ったまま示し「こっ
ちはいくつ」と問う。
→歳児の約80％で正答
論文42
形の好みは、♂菱形、正立正三角形、円形、平行四
辺形、正方形、等脚台形の順、♀菱形、円形、正立
正三角形、平行四辺形、正方形、等脚台形の順で
あった。
論文46
歳前半ではすべての図形において通過率が60％を
超えた。
しかし、歳後半では図形、、、において
通過率が低下した。
図．見本図形参照
図書③
図．見本
